
殊
出
生
率
は
１
．
縄
。
砺
年
に
１
．
妬

を
記
録
し
た
後
は
上
昇
傾
向
に
あ
る

が
、
出
生
数
は
減
少
を
続
け
、
日
本
の

総
人
口
減
少
は
止
ま
っ
て
い
な
い
。
少

子
化
は
同
時
に
労
働
人
口
の
減
少
を
意

味
し
て
お
り
、
「
女
性
」
は
、
少
子
化
へ

の
政
策
的
対
応
を
掲
げ
た
小
泉
政
権

時
代
か
ら
最
大
の
潜
在
層
と
し
て
期
待

さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
妊
娠
可
能
な

日
本
の
女
性
に
は
、
「
働
き
な
が
ら
子
ど

も
も
産
む
こ
と
」
と
い
う
、
こ
の
２
つ
の

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、

可
能
な
政
策
は
、
自
ず
と
限
ら
れ
て
い

た
は
ず
だ
。
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
就
業
継
続
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ

う
な
働
き
方
が
日
本
の
標
準
的
な
働
き

方
に
な
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
策
を
読
み
解
く
１
回

「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
計
画
期
間
が
終
了
し
、

新
自
公
政
権
に
よ
っ
て
３
度
目
の
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
出
生
数
の
減
少
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。

｜
昨
年
の
「
女
性
手
帳
騒
動
」
で
の
反
省
は
ど
れ
く
ら
い
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、

大
臣
発
言
や
会
議
資
料
か
ら
傾
向
を
う
か
が
う
と
…
．
：
。

３
月
別
日
、
「
少
子
化
社
会
対
策
大

綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
少
子
化
社

会
対
策
基
本
法
第
７
条
に
よ
る
「
少
子

化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
の
指
針
と

し
て
、
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
少
子
化

に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
の
大
綱
」
で

あ
る
。
５
年
ご
と
に
「
少
子
化
社
会
対

策
会
議
」
で
の
決
定
を
経
て
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
で

あ
る
。最

初
の
も
の
は
２
０
０
４
年
６
月
（
第

２
次
小
泉
純
一
郎
改
造
内
閣
）
に
策
定

さ
れ
、
佃
年
、
２
度
目
の
も
の
を
策
定

作
業
中
に
政
権
交
代
、
民
主
党
を
中

心
と
す
る
連
立
政
権
の
も
と
、
福
島
瑞

穂
参
議
院
議
員
を
少
子
化
対
策
担
当

大
臣
と
し
て
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。
再
び
自
公

３
度
目
の
少
子
化
社
会
対
策
大
綱

政
権
に
戻
っ
て
の
策
定
と
な
る
の
だ
が
、

１
９
９
４
年
の
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
に
始

ま
り
、
“
年
の
「
大
綱
」
以
降
も
、
「
新

し
い
少
子
化
対
策
」
（
帖
年
）
、
三
子
ど

も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
』
重
点
戦

略
」
（
師
年
）
、
「
新
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」

（
昭
年
）
、
「
待
機
児
童
解
消
『
先
取
り
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
加
年
）
、
「
待
機
児
童

解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
」
（
過
年
）
、
そ
し

て
過
年
の
「
少
子
化
危
機
突
破
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
」
（
第
１
期
）
に
よ
る
「
少
子
化

危
機
突
破
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
ま
で
、

「
大
綱
」
以
外
の
「
対
策
」
が
、
毎
年
の

よ
う
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
の
で
、

５
年
間
の
視
野
に
立
つ
「
大
綱
」
の
重
み

は
、
相
当
低
減
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

昨
年
公
表
さ
れ
た
一
昨
年
の
合
計
特

戸
〈
・
〆
Ｉ
Ｉ
ｏ
ｌ
ｌ
９
１
１
■
■
■
■
１
Ｊ
．
●
‐
’
’
１
１
．
，
，
．
ｉ
‐
，
，
ｌ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
↓
．
●
’
●
１
１
１
１
‘
１
．
１
１
１
１
１
〃
．
●
●
ｌ
●
●
●
，
●
，
●
．
●
‘
１
．
１
１
１
‘
Ｉ
‐

皆
川
満
寿
美
（
立
教
大
学
非
常
勤
鯛
師
他
）

放
置
さ
れ
た
長
時
間
労
働

そ
の
大
き
な
障
害
と
し
て
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
不
足
と
と
も
に
、
長
時
間

労
働
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
労
働

時
間
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
は
メ
キ

シ
コ
に
次
い
で
長
い
（
ｎ
年
）
・
「
過
労
死

１
１
０
番
」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
認
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

識
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
で
は
、
「
重
点
施

策
」
の
（
１
）
は
「
仕
事
と
育
児
と
の
両
立

の
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備
」
で
あ
り
、

「
間
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
推
進
」
と

し
て
、
「
年
間
総
労
働
時
間
１
８
０
０
時

間
を
実
現
す
る
た
め
、
週
仙
時
間
労

働
制
の
実
現
に
向
け
た
対
策
の
推
進
、

所
定
外
労
働
削
減
に
向
け
た
啓
発
指

導
、
及
び
年
次
有
給
休
暇
の
完
全
取
得

に
向
け
た
労
使
の
自
主
的
な
取
組
み
の

促
進
を
図
る
」
と
言
わ
れ
、
「
週
仙
時
間

労
働
」
は
、
師
年
の
労
働
基
準
法
改
正

以
降
、
段
階
的
に
実
施
さ
れ
、
師
年
に

完
全
実
施
と
な
っ
た
。
週
休
２
日
の
働

き
方
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
日
本

人
の
労
働
時
間
は
長
い
ま
ま
で
あ
っ
て
、

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
は
早
く
か
ら
意
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新
「
大
綱
」
の
特
徴

そ
こ
で
の
数
値
目
標
は
、
「
週
労
働
時
間

帥
時
間
以
上
の
雇
用
者
の
割
合
を
半

減
」
で
あ
っ
た
（
他
に
は
、
「
労
使
が
話
し

合
い
の
機
会
を
設
け
て
い
る
事
業
所
の

割
合
」
「
年
次
有
給
休
暇
取
得
率
」
な

ど
）
。
こ
れ
は
、
「
過
労
死
」
レ
ベ
ル
の
働

き
方
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
観

点
か
ら
十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
後
は
ず
っ
と
、
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
が
改
定

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
少
子
化
対
策
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
数

値
目
標
が
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
民
主

党
政
権
下
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
ず
、
今

回
の
「
大
綱
」
で
も
同
じ
で
あ
る
。
労
働

時
間
の
削
減
は
、
重
視
さ
れ
て
き
た
と

は
言
い
難
い
。

さ
て
、
新
し
い
「
大
綱
」
の
特
徴
は
何

だ
ろ
う
か
。
「
Ｉ
は
じ
め
に
」
か
ら
始
ま

り
、
５
点
の
「
Ⅱ
基
本
的
考
え
方
」
を

提
示
し
、
５
つ
の
「
Ⅲ
重
点
課
題
」
を
置

い
て
い
る
。
「
Ⅳ
き
め
細
か
な
少
子
化
対

策
の
推
進
」
と
し
て
具
体
的
施
策
を
挙

げ
、
「
Ｖ
施
策
の
推
進
体
制
等
」
で
は
、

検
証
・
評
価
の
た
め
に
数
値
目
標
を
設

定
す
る
。
巧
年
３
月
即
日
の
有
村
治
子
．

少
子
化
対
策
担
当
大
臣
記
者
会
見
で

は
、
「
今
回
は
、
初
め
て
少
子
化
対
策
の

基
本
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
策
の
一
層
の
充
実
や
、
若
い
年

齢
で
の
結
婚
・
出
産
の
希
望
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
２
人
目
、

３
人
目
、
４
人
目
と
い
う
多
く
の
お
子

さ
ん
を
授
か
る
多
子
世
帯
へ
の
一
層
の
配

慮
を
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
５
つ
の
重
点

課
題
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
／
結
婚

支
援
や
多
子
世
帯
支
援
な
ど
、
従
来
に

は
な
か
っ
た
取
組
で
あ
っ
て
も
、
強
い
意

志
を
持
っ
て
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
書
き
込
み
ま
し
た
」
と
説
明
さ
れ
た
。

有
村
大
臣
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
者
会

見
に
お
い
て
、
「
大
綱
」
に
つ
い
て
は
独
特

の
強
調
を
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
「
多

少
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て

も
、
本
当
に
必
要
だ
と
思
う
の
だ
っ
た

ら
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
そ
の
大
綱
に
書

き
込
も
う
と
い
う
思
い
で
、
そ
の
指
示

を
明
確
に
出
し
て
お
り
ま
す
」
（
同
２
月

型
日
）
、
「
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い
、
そ

の
ま
ま
本
棚
に
し
ま
わ
れ
る
よ
う
な
大

綱
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
に
あ
る
少

子
化
対
策
と
し
て
は
不
足
、
十
分
で
は

な
い
」
「
多
少
、
日
本
が
置
か
れ
て
い
る

か
人
が

現
実
を
鑑
み
れ
ば
、
と
が
っ
た
意
見
が

出
て
き
て
も
、
そ
れ
は
封
を
し
な
い
で

お
こ
う
」
（
同
３
月
３
日
）
。

こ
の
よ
う
な
物
言
い
が
即
座
に
思
い

起
こ
さ
せ
る
の
は
「
女
性
手
帳
騒
動
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
少
子
化
危
機
突

破
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
（
週
年
６
月
７

日
）
で
は
、
「
少
子
化
対
策
を
「
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
」
へ
高
め
る
観
点
」
が
一
言
わ
れ
、

「
個
人
の
希
望
の
実
現
と
い
う
点
で
政

策
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
出
生
率
へ
の
影
響

も
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
「
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
」
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
弱
い
の
が
現
状
」
だ

と
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
支
援
」
が
「
３
本

目
の
矢
」
と
し
て
政
策
の
柱
に
据
え
ら

れ
た
の
は
、
「
女
性
手
帳
騒
動
」
の
後
で

あ
る
。
本
誌
昨
年
７
１
８
月
号
に
も
書

い
た
が
（
ど
こ
へ
行
く
「
少
子
化
対
策
」
）
、

「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
支
援
」
自
体
は
、

こ
の
騒
動
を
経
て
も
撤
回
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
「
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
情

報
提
供
、
啓
発
普
及
」
が
書
き
込
ま
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
「
こ
れ
ま
で
少
子
化
対

策
は
、
主
に
子
育
て
支
援
に
重
点
を
置

い
て
推
進
し
て
き
た
。
本
大
綱
は
、
従

３女性艮画◆５．ｄ”必

昨
年
の
男
女
共
同
参
画
白
書
で
さ
え

も
、
「
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
就
業
形

態
別
に
推
移
を
見
る
と
、
長
期
的
な
減

少
傾
向
は
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

（
ｎ
頁
）
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

手
立
て
は
講
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
少
子
化
に
関
す
る
施
策
も

含
め
て
、
長
時
間
労
働
の
問
題
に
対
す

る
政
府
の
施
策
を
振
り
返
る
と
、
興
味

深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

で
は
掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
年
間
総
労
働

時
間
１
８
０
０
時
間
」
と
い
う
文
言
が
、

次
第
に
言
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
「
達
成
し
た
か
ら
」
と
い
う
の
が
厚

生
労
働
省
の
回
答
に
な
る
だ
ろ
う
が
、

達
成
で
き
た
理
由
は
非
正
規
労
働
者
の

増
加
で
あ
る
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
詳
細
を
省
く

が
、
少
子
化
関
連
施
策
の
中
に
長
時

間
労
働
関
連
で
次
に
数
値
目
標
が
現
れ

る
の
は
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

け
ん
で
ん

が
大
き
く
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

以
降
、
師
年
廻
月
に
政
労
使
の
合
意

を
経
て
制
定
さ
れ
た
「
仕
事
と
生
活
の

調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
に
お

い
て
で
あ
る
（
同
時
に
「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲

章
」
も
制
定
さ
れ
た
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
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０
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来
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
新
た
に
、
結

婚
や
教
育
段
階
に
お
け
る
支
援
を
加
え

ふ
か
ん

る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
を
傭
撤
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
少
子
化
対
策
の
充
実

を
図
る
」
と
述
べ
る
今
回
の
「
大
綱
」
は
、

こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。

「
結
婚
支
援
」
を
行
う
意
図
は
、
少

子
化
の
主
な
原
因
を
女
性
の
未
婚
化
、

晩
婚
化
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
（
現

在
、
加
代
後
半
の
女
性
の
未
婚
率
は

帥
・
３
％
、
妻
の
平
均
初
婚
年
齢
は

羽
・
２
歳
）
。
日
本
で
は
、
欧
米
と
は

著
し
く
異
な
り
、
婚
外
子
の
出
生
は
わ

ず
か
で
あ
る
た
め
、
結
婚
の
動
向
が
子

ど
も
の
生
ま
れ
方
に
直
接
影
響
す
る
と

言
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
「
完
結
出
生

児
数
」
の
最
新
値
は
２
を
切
っ
て
い
る
の

だ
が
、
平
均
理
想
子
ど
も
数
、
平
均

予
定
子
ど
も
数
は
２
を
切
る
こ
と
は
な

い
の
で
、
結
婚
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
出
生
数
も
増
加
す
る
と
考
え
る
の

は
た
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。

仁
ん
よ
う

そ
こ
に
加
え
て
、
女
性
の
妊
季
性
の

問
題
が
あ
っ
た
。
胆
年
２
月
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
が
「
卵
子
老
化
」

と
し
て
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
（
「
産
み

た
い
の
に
産
め
な
い
～
卵
子
老
化
の
衝

撃
～
」
）
、
加
齢
に
よ
る
妊
季
性
の
低
下

１
１
Ｉ

に
つ
い
て
、
知
ら
な
い
女
性
が
多
い
と
警

告
し
た
の
で
あ
っ
た
。
反
響
が
大
き
か
っ

た
の
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
同
年
６
月
、
同

タ
イ
ト
ル
の
番
組
を
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
枠
で
も
放
送
、
さ
ら
に
は
こ
の
テ
ー

マ
を
発
展
さ
せ
て
「
不
妊
社
会
～
産
み

た
い
育
て
た
い
～
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
企

画
を
組
む
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

「
女
性
手
帳
」
は
、
明
ら
か
に
こ
う
し

た
動
き
を
受
け
て
い
る
。
森
雅
子
・
少

子
化
対
策
担
当
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
年

を
と
っ
て
か
ら
妊
娠
を
す
る
こ
と
が
非

常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
年
を
と
っ
て

か
ら
妊
娠
を
し
た
と
し
て
も
、
今
度
出

産
を
す
る
と
き
に
、
胎
児
と
母
体
に
対

し
て
大
変
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と
も

知
識
と
し
て
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
中
学
生
か
高
校
生
ぐ
ら
い
の
と
き
か

ら
知
識
と
し
て
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

将
来
、
女
性
が
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
を
選
択
し
設
計
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
趣
旨
で
ご
ざ

い
ま
す
」
と
説
明
し
た
（
通
年
５
月
７
日

定
例
記
者
会
見
）
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
女
性
た

ち
は
、
妊
娠
・
出
産
へ
の
国
家
か
ら
の

圧
力
を
感
じ
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

『

’

プ
・
ラ
イ
ッ
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て

「
女
性
手
帳
に
反
対
す
る
緊
急
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
署

名
サ
イ
ト
の
ｇ
自
照
．
。
愚
で
反
対
の
署

名
を
募
っ
た
り
し
、
そ
れ
ら
は
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
「
女
性

手
帳
」
の
作
成
と
配
布
は
、
「
事
実
上
の

撤
回
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
妊
芋
性
に
つ
い
て
の

教
育
、
知
識
の
普
及
は
、
極
め
て
重
要

な
論
点
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
３
月
２
日
、

有
村
大
臣
は
、
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
を
始
め
と
す
る
９
団
体
の
訪
問
を
受

け
、
「
学
校
教
育
に
お
け
る
健
康
教
育
の

改
善
に
関
す
る
要
望
書
」
を
受
け
取
っ

て
い
る
（
他
は
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
、

日
本
生
殖
医
学
会
、
日
本
母
性
衛
生

学
会
、
日
本
周
産
期
・
新
生
児
医
学
会
、

日
本
婦
人
科
腫
傷
学
会
、
日
本
女
性

医
学
学
会
、
日
本
思
春
期
学
会
、
日

本
家
族
計
画
協
会
）
。

そ
の
内
容
は
、
「
医
学
的
観
点
か
ら

も
健
全
な
家
族
形
成
が
促
進
で
き
る
よ

う
、
妊
娠
・
出
産
の
適
齢
期
や
そ
れ
を

踏
ま
え
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
設
計
に
つ
い
て

十
全
な
教
育
内
容
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
学
習
指
導

要
領
に
書
き
込
み
、
中
学
・
高
校
の
教

科
書
に
掲
載
さ
せ
、
副
教
材
に
も
盛
り

込
む
こ
と
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
大

臣
は
、
「
大
綱
」
の
検
討
会
（
新
た
な
少

子
化
社
会
対
策
大
綱
策
定
の
た
め
の
検

討
会
）
で
も
同
様
の
議
論
を
し
て
い
る
の

で
、
文
部
科
学
省
始
め
関
係
省
庁
と

も
連
携
し
て
、
今
後
の
発
信
方
法
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
、
積
極
的
に
応
じ
て

い
る
。
で
き
あ
が
っ
た
「
大
綱
」
で
は
、
「
Ⅳ

き
め
細
か
な
少
子
化
対
策
の
推
進
」
に

お
い
て
、
「
１
．
各
段
階
に
応
じ
た
支
援
」

の
「
④
教
育
」
に
、
別
記
（
次
ペ
ー
ジ
）
の

よ
う
に
入
っ
た
。
４
項
目
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
、
「
女
性
た
ち
に
、
別
代
で
（
結

婚
さ
せ
て
）
産
ま
せ
た
い
」
と
い
う
強
力

な
意
志
で
あ
る
。
第
１
子
出
生
が
加

代
で
得
ら
れ
れ
ば
、
第
２
子
、
３
子
も

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
（
釦
代
に
入
っ
て
か
ら

第
１
子
を
産
む
の
で
は
間
に
合
わ
な
い

だ
ろ
う
）
。
そ
の
た
め
に
は
多
子
世
帯
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
重
点
課
題
の

（
２
）
と
し
て
「
若
い
世
代
で
の
結
婚
．

加
代
で
結
婚
し
て
３
人
産
ん
で
Ⅳ
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出
産
の
希
望
が
実
現
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
」
を
、
（
３
）
と
し
て
「
多
子
世
帯
へ

一
層
の
配
慮
を
行
い
、
３
人
以
上
子
供

が
持
て
る
環
境
を
整
備
す
る
」
が
導
き

出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
大
綱
は
、
数
値
目

標
に
合
計
特
殊
出
生
率
や
加
代
で
の
婚

姻
率
を
掲
げ
た
り
は
し
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
「
教
育
」
と
し
て
「
妊
娠
・
出

産
に
関
す
る
医
学
的
・
科
学
的
に
正

し
い
知
識
に
つ
い
て
の
理
解
の
割
合
」
を

④教育

学校教育段階からの妊娠・出産等に関する医学的・科学的に正

しい知識の教育

●個人が将来のﾗｲﾌデザインを描き、妊娠・出産等について

の希望を実現できるように、学校教育段階において、専門家

の意見を参考にしながら、妊娠・出産等に関する医学的・科

学的に正しい知識を適切な教材に盛り込むとともに、教職員の

研修などを行う。

●学校教育に加えて、家庭や地域での教育、婚姻届提出時

や成人式などの機会を活用した、教育課程修了後の社会人

等に対する情報提供が行われるよう取組を進める。

性に関する科学的な知識の普及

●思春期の人工妊娠中絶やHIV感染症を含む性感染症問題

に対応するため、学校や保健所等において、健康教育や電

話相談等を行うなど性に関する科学的な知識の普及を図る･

妊娠や家庭・家族の役割に関する教育・啓発普及

●妊娠や不妊、家庭・家族の役割について早くから情報提供

が行われるように啓発普及を図る°特に、妊娠や家庭・家族

の役割については、発達の段階に応じた適切な教育の推進を

図る。

ｷｬﾘｱ教育の推進(略）

誕
％
（
明
年
）
か
ら
知
％
（
加
年
）
と
し
、

「
結
婚
」
に
つ
い
て
は
「
結
婚
希
望
実
現

指
標
」
（
＊
）
な
る
も
の
が
考
案
さ
れ
て
お

り
、
現
状
銘
％
（
皿
年
）
か
ら
目
標
釦
％

（
加
年
）
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、

長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
、
「
週
労
働
時
間
帥
時
間
以
上

の
雇
用
者
の
割
合
」
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

（
過
年
８
．
８
％
か
ら
加
年
５
％
）
な
ど

で
あ
る
。

昨
年
の
吃
月
妬
日
付
朝
日
新
聞
記

事
に
よ
れ
ば
、
合
計
特
殊
出
生
率
や
出

生
数
に
つ
い
て
目
標
を
掲
げ
て
い
る
都

道
府
県
は
既
に
⑲
あ
る
と
い
う
。
大
学

で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
女
性
の
妊

季
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
授
業
も
増

え
て
い
る
。
「
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
医

学
的
・
科
学
的
に
正
し
い
知
識
」
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
、
誰
し
も
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

知
識
が
、
妊
娠
・
出
産
に
悩
む
女
性
た

ち
の
抑
圧
の
源
に
な
り
得
た
こ
と
も
ま

た
、
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
「
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
書
き
込
も
う
と
い
う
思

い
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
が
、
そ
う

し
た
事
実
に
つ
い
て
、
反
省
と
と
も
に

共
有
す
る
姿
勢
を
示
す
の
は
、
当
然
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
そ
の

よ
う
な
経
緯
か
ら
生
ま
れ
た
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
」
と
い
う
理
念

を
既
に
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
大
綱
」

に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
検
討
会
」
で

の
議
事
要
旨
に
も
、
こ
の
語
は
全
く
登

場
し
な
い
（
さ
ら
に
は
、
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
が
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
配
布
し
て
、
好
評
を
博
し
て

い
る
と
い
う
健
康
手
帳
田
国
富
シ
ｚ
＋

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
）
女
と
男
の
デ
イ
ク

＊
「
大
綱
」
で
は
、
「
注
Ⅲ
」
と
し
て
、
「
結
婚
の
希
望
（
既
に

希
望
を
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
有
配
偶
者
を
含
む
）
」

と
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
期
間

（
５
年
間
）
経
過
後
の
結
婚
の
実
緬
の
対
比
を
指
標
と

し
て
股
定
。
具
体
的
に
は
、
「
鯛
査
時
点
よ
り
５
年
前
に

お
け
る
、
旧
～
釧
歳
の
人
口
に
占
め
る
有
配
偶
者
の
割

合
と
５
年
以
内
の
結
婚
を
希
望
す
る
者
の
割
合
の
合
計

（
ど
」
に
対
す
る
「
調
査
時
点
に
お
け
る
銅
～
調
歳
の
人

口
に
占
め
る
有
配
偶
者
の
割
合
（
画
）
」
の
比
率
（
Ⅱ
、
武
）

を
算
出
」
と
さ
れ
て
い
る
。

シ
ョ
ナ
リ
ー
」
に
も
、
登
場
し
な
い
。
そ

れ
を
よ
く
知
る
書
き
手
が
参
加
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
場
し
な
い
の

で
あ
る
）
。

新
「
大
綱
」
に
は
、
出
生
率
を
回
復

さ
せ
た
国
々
の
「
家
族
関
係
支
出
が
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
３
％
以
上
」
で
あ
る
こ
と
に

触
れ
な
が
ら
、
財
源
を
確
保
し
、
予
算

の
拡
充
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
「
全
世
代

型
の
社
会
保
障
へ
の
転
換
」
を
目
指
す

こ
と
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
お
り
、
評
価

で
き
る
。
し
か
し
、
ヨ
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
」
が
登
場
し
な
い
こ

と
」
は
、
女
性
た
ち
へ
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
る
。
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う

予
算
が
何
に
使
わ
れ
て
い
く
か
、
そ
し

て
、
「
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
医
学
的
・

科
学
的
に
正
し
い
知
識
」
が
、
若
い
女

性
た
ち
に
何
を
引
き
起
こ
し
て
い
く
か
、

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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